
GOVERNOR’s Monthly Let ter
Rotary International District 2570 8 月号2025-2026年度 Vol.02

2025.8.10ガバナー月信

伊佐沼の花火大会

 　伊佐沼公園
（川越市伊佐沼字沼田町584）



　会員増強はロータリーの大きな課題であり、各クラブが取り組まなければならないミッションで

す。ロータリーに必要なのは、活動に積極的に参加する会員、そして、成長の機会を見出して行動

を起こすことのできるリーダーです。会員基盤がしっかりとしていれば、奉仕活動の可能性も広が

ります。そのために会員増強が必要となるのです。

　会員増強の手法は各クラブによって異なります。クラブの特性、地域性、最近の傾向や変化を認

識し、それに沿った行動計画を立て、会員増強に取り組んでください。

　“良いことのために手を取りあおう”、このメッセージのように他団体とも手を取りあえば、ロー

タリーは会員増強だけではなく、多くの恩恵を受けることができます。もし貴クラブの具体的な課

題や地域特性があれば、地区は喜んで課題解決のお手伝いをします。

会員増強のための行動のヒント
１．クラブの魅力を明確に伝える

●活動内容の見える化のため奉仕活動の成果をSNSなどで定期的に発信する。

● 社会的意義だけでなく、ネットワーク、スキルアップ、リーダーシップなど、若者が求める価

値に焦点を当てる広報。

２．会員募集のための工夫

●勧誘対象者リストの作成

●地域と連携した奉仕活動で地域のプロフェッショナルやリーダーとの関係性を高める。

３．多様性、柔軟性の確保

●業種、年齢、性別の多様性を意識した会員増強戦略

●夜例会や週末例会、移動例会などライフスタイルを考慮した例会への見直し　

４．継続的なフォローと関係構築

●「入会してよかったこと」「成長したこと」を語る場を作る。

●意見交換の機会を設け、会員の声を拾う仕組みを構築する。

（川越RC）

第2570地区ガバナー

坂口  孝2025-26年度 国際ロータリー
第2570地区　ガバナー

会員増強について
Strengthening Our Club Through Membership

Sakaguchi Takashi

2

R o t a r y  I n t e r n a t i o n a l  D i s t r i c t  2 5 7 0  G O V E R N O R ’ s  M o n t h l y  L e t t e r   
ご挨拶
Greeting



（川越RC）

会員増強委員会

山田哲也会員増強委員会
委員長

会員増強は未来への鍵
Growing Membership, Securing the Future

Yamada Tetsuya

　去る６月８日日曜日、国立女性教育会館に於いて,坂口GE、原島GN、五十嵐GN/D、クラブ会長、
会員増強委員長等８０名以上の参加をいただき、会員増強セミナーを開催いたしました。
　第１部講演会講師には、国際ロータリー会員増強委員会委員　岩澤あゆみ様(茅ヶ崎RC)をお
招きし、経験談を基にした講演をしていただきました。

　第2部は坂口GE、原島GN、五十嵐GN/D、八木DEI委員長、磐澤講師と私山田の６名によるパネルディスカッショ
ンを行い会場の皆さんにも参加していただいて成功裡に終了することができました。ありがとうございました。
　さて、いよいよ新年度が始まりました。そして８月は会員増強月間です。毎年、各クラブ必死に会員増強を頑張っ
ていると思います。しかし、ロータリー全体の会員の推移を見ますと残念ながら減少傾向にあります。ここ数年
もこのような状況は変わりません。
　現在の世界情勢を考えるといたしかたないことだと思います。しかし、今の混沌とした世の中だからこそロー
タリークラブの存在や意義を人々に周知する絶好のタイミングなのではないでしょうか。
　ご存じのとおり、ロータリーはクラブが主体です。今までも各クラブでロータリーのイメージアップに必要な
行動を多岐にわたって行ってきたと思います。ですが、ロータリークラブの世間一般のイメージはどうでしょう。
行なってきたことが世間一般に全く反映されず誤解されている印象が強いと感じられます。　
　例えば、年配が多く古い体質から抜け出せない、名士の自己満足、時代遅れの上流クラブなどという誤った印
象を持たれているのです。
　しかし、年代の違う新会員が入会することによって年配者の意識も変わってくるのではないでしょうか。いか
に若い人材の入会を推し進めるか、それには、ロータリークラブが普段行なっている平和推進、教育支援、ポリ
オ撲滅、職業奉仕を声高々に訴えるべきだと思います。
　日本人は謙虚、誠実、和・協調性、勤勉、忍耐・我慢、礼儀・礼節を美徳と考え重んじています。それなのに
日本人は自分のことをアピールすることをよいことだと思えない人が多いと思います。でも、たくさんの共感者
をつくるためには、自ら進んで前に出て行動することが大切なのです。
　　　UNITE　FOR　GOOD
　　～よいことのために手を取りあおう～
このメッセージを実行するためにも、謙虚な態度でありながらも、誠実に協調性をもち礼儀正しく行動すること
…　これが日本のロータリークラブ、ロータリアンに必要ではないでしょうか。……
そしてこれこそが会員増強に繋がるのだと確信しています。
　　「3年計画[Three Year Rolling Targets(gorls)]」
　今年度は3年計画の中間の年にあたります。
前年度からの指標を引継ぎ、20名以下のクラブが増強に繋がっていく手助けを行います。
地区増強委員会が一丸となって寄り添っていきます。
　また、大きいクラブでも色々な問題があると思います。その点につきましても、各クラ
ブと相談しながらできることから始めて解決するお手伝いしていくことを考えています。
　さらに、イメージアップのために、公共イメージ委員会など他の委員会とも協力して広
報宣伝を行います。
　日本のロータリークラブではDEIを引き続き推奨しているので、地区会員増強委員会とし
てそれに準じた行動をします。そして、各クラブに寄り添った地区会員増強委員会として
行動して行きます。これからもご助言、ご協力をお願いいたします。
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地区戦略計画委員会

未来を見据えたクラブ戦略と
地区の連携強化
Stronger Clubs, Stronger Districts

（行田さくらRC）（行田さくらRC）五十幡和彦地区戦略計画委員会　委員長

Isohata Kazuhiko

　RI第2570地区の最大の問題は会員数の減少と、その先に待ち構えているクラブの終結です。こうした事態を避
けるためにも、クラブの将来を見据え、今何をすべきかを考える戦略計画の立案が必要です。そしてクラブと地
区が緊密に連携をとるためにガバナー補佐の役割が重要になっており、そのために提案されたのがガバナー補佐
の担当するクラブの数を、ロータリー章典に基づき4～ 8にするというグループ再編でした。
2025-26年度地区戦略委員会はこうしたこれまでの経過に基づき
（１）地区リーダーシップ・プラン（DLP）をガバナー補佐、地区委員長他、地区内に浸透させる
（２）2026-27年度から始まるグループ再編を、クラブの理解を得てスタートさせる
（３）クラブの戦略計画立案をサポートする
（４）ガバナー、ガバナーエレクト、ガバナーノミニーという３年度に渡る地区運営の継続性を担保にする
を行っていきます。

危機管理委員会

ロータリーと危機管理
Rotary and Risk Management

（本庄RC）高柳育行　危機管理委員会　委員長

Takayanagi Yasuyuki

　ロータリー活動を通じて、私たちは貴重な体験の機会をいただいています。特に青少年に関わる活動では、配
慮不足が、青少年だけでなくプログラムに関わる全ての人たちに、思わぬ不幸な体験をさせてしまうことが考え
られます。地区では活動に関連して起こりうる危機に対し、率先してその社会的責任を全うする必要があるとの
認識のもと、危機管理委員会を設置し、迅速かつ適切に対処できるよう取り組んでまいります。しかし「危機」
というような事案のないことが望ましく、皆様にご理解とご協力を賜り、共に取り組んでまいりたいと思います。

国際大会推進委員会

2026年国際大会＠台北
2026 International Convention @ Taipei

（本庄RC）高柳育行　国際大会推進委員会　委員長

Takayanagi Yasuyuki

　国際ロータリーの2026年国際大会は台北で6月13日～ 17日に開催されます。毎年世界の各地で開催されてい
ますが、台湾は日本から近く、食事も美味しく、親日的な国です。世界中からロータリーファミリーが集まり、
情報や知識の交換、交流する機会ができます。そのような国際大会に登録され、大会に参加し、様々な体験を通
じて、皆様にとって感動する機会ができるものと思っています。
　第2570地区では、開会式が行われる6月14日の夜に、美福大飯店で地区ガバナーズ・ナイトを開催致します。
こちらにもぜひご参加くださるようお願い申し上げます。
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RLI委員会

RLIで学ぶ、
ロータリーのリーダーシップ
Developing Rotary Leadership with RLI

（行田さくらRC）新井啓介RLI委員会　委員長

Arai Keisuke

　RLIとは、ロータリーリーダーシップ研究会のことです。RLIは、デスカッション形式のセミナーです。

参加すると、ロータリーの理解が深まったり、他のクラブの参加者と親しくなったり、良いコトがたくさ

んあります。3回のセミナーを終了すると、ファシリテーターの資格が取得できます。RLIは、RIの推奨プ

ログラムです。是非参加してみてください。

＜今年度のスケジュール＞は

　第1回パート１　 9月27日（土）9時～ 17時

　第2回パート２　10月25日（土）9時～ 17時

　第3回パート３　12月20日（土）9時～ 17時

　会場は、国立女性教育会館（嵐山町）です。

　 各クラブ会長宛てに募集の案内が届きますので、参加申し込みをお願い致します。各回ごと、参加費2,000

円です。テキストは、1,000円・昼食1,000円で準備しています。RLIに参加して元気なクラブを創りましょう！

ローターアクト委員会

若者の成長と社会貢献の場
A Place for Youth Growth and Social Contribution

（川越RC）京野弘一ローターアクト委員会　委員長

Kyono Koichi

　ローターアクトクラブは、「社会に貢献したい」「リーダーとして成長したい」「国際的な体験をしたい」

という若者にとっての実践の場として非常に有意義な舞台と言えます。委員会では当地区内の大学で構成

される２つのローターアクトクラブが、「奉仕を通じた親睦」という理念をより深く実現し、活動を充実・

発展させられるようサポートしてまいります。まずはメンバーが意欲的に取り組めるよう、例会運営やプ

ロジェクトの企画・広報活動・運営面の伴走支援を行います。そして地区行事・合同例会・研修会などを

通じて、クラブ同士やロータリアンとの連携を深めながら世代を超えたネットワークを広げ、互いに学び

合える機会を増やしてまいります。さらに地域社会においてローターアクトの価値をより広く知っていた

だき、次の世代にこの素晴らしい活動を受け継いでいけるよう、一緒に考え、一緒に行動してまいります。
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　国際ロータリーでは、「多様性、公平さ、インクルージョン（DEI ）」に対してのコミットメントを示

し、DEIの推進に強くコミットしています。この機会に、クラブにおいてDEI実践のための方策を講じ

ていきましょう。

DEI実践のためのヒント
Diversity（ダイバーシティ、多様性）

〇性別や年齢や社会的立場によって、会員を差別していませんか？

今や世界は、多様性を受け入れ、すべての人々が公平性を享受する時代です。ロータリークラブにおい

ても、入会や会員活動において、多様性を受け入れなければなりません。

Equity（エクイティ、公平性）

〇会員の立場に公平性を考えていますか？

ロータリー歴や能力によって、会員を区別せず、すべての会員に、公平に発言や参加の機会を提供する

ことが重要です。誰もが安心して意見を出せる風土づくりを心がけましょう。

Inclusion（インクルージョン、包摂性）

〇クラブの会員は一体感がありますか？

多様な人々が互いに尊重され、排除されることなくロータリークラブに受け入れられ、活躍できる状態

をつくることが重要です。新会員や参加回数の少ない会員に対し声掛けを行いましょう。また、委員会

の積極的な開催やイベントの企画等を通じて、クラブの一体感を高めていきましょう。

DEI委員会では、皆様のクラブに卓話に伺います。ぜひこの機会にDEI委員会をご活用ください。
卓話申し込みは地区事務所までお願いいたします。

DEI委員会

ロータリーにおける
DEIの実践に向けて
Implementing DEI in Rotary

（川越RC）八木拓也DEI委員会　委員長

Yagi Takuya
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　2025年7月5日にこの地区の年度初め地区役員合同会議がガーデンホテル紫雲閣にて開催されました。
今年度の初めての合同会議と言う事で120名を超える皆様のご参加を集め開催されました。
　当日は、ガバナー、ガバナーエレクト、ガバナーノミニー、地区ラーニングファシリテーターの年
度初めのお話をお聞きし特にクラブの活性化についての意気込みを感じました。
　基調講演では演題として「2025年　規定審議会について」ということで国際ロータリー第2840地区
のパストガバナー本田博己様をお招きして行いました。パソコンの接続トラブルもありましたが、変
更点など詳しくご説明を頂きました。
　合同会議後に懇親会も行われ、和やかなムードで閉会しました。ご協力を頂いた皆様に感謝申し上
げます。

年度初め
地区役員合同会議

2025-26年度2025-26年度
国際ロータリー第2570地区国際ロータリー第2570地区

2025年7月5日 ガーデンホテル 紫雲閣 東松山

‒ Joint District Officers’ Meeting 2025 Kickoff ‒

川越ＲＣ

栗原雄一
ロータリー
新年度の幕開け

地区幹事

地区役員合同会議 開催報告 Report on the Joint District Offi  cers’ Meeting

Kurihara YuichiThe Start of a New Rotary Year

ng
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坂戸

氏　　名　山根泰介
入会年月日　2025年7月10日

勤 務 先　株式会社 明治 坂戸工場

役　　職　工場長

生年月日　1969年9月11日

紹 介 者　木藤文雄

志木

氏　　名　宮川　一
入会年月日　2025年7月2日

勤 務 先　(株)ミヤケン

役　　職　代表取締役

生年月日　1974年1月24日

紹 介 者　遠藤貴博・西川和人

深谷東

氏　　名　鵜養武宏
入会年月日　2025年6月20日

勤 務 先　株式会社 オリケイ

役　　職　代表取締役

生年月日　1973年9月13日

紹 介 者　布施正典・村岡正巳布施正典・村岡正巳

所沢

氏　　名　加藤剛毅
入会年月日　2025年6月10日

勤 務 先　武蔵野合同法律事務所

役　　職　代表弁護士

生年月日　1977年2月5日

紹 介 者　中井眞一郎・市川雅巳・見澤英一・井花佳彦中井眞一郎・市川雅巳・見澤英一・井花佳彦

所沢

氏　　名　浅野悟史
入会年月日　2025年6月10日

勤 務 先　SMBC日興証券㈱所沢支店

役　　職　支店長

生年月日　1983年11月12日

紹 介 者　中井眞一郎

熊谷南

氏　　名　吉田祐史
入会年月日　2025年7月2日

勤 務 先　有限会社アート工業

役　　職　代表取締役

生年月日　1973年2月17日

紹 介 者　川岸勝・清水保人川岸勝・清水保人

PHF ポール・ハリス・フェロー

MD メジャードナー

MPHF マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

米山 ポール・ハリス・フェロー

PHS ポール・ハリス・ソサエティ

米山Ｍ ポール・ハリス・フェロー

BF ベネファクター

米山ＭＤ ポール・ハリス・フェロー

吉 沢 誠 十
入間

細 田伴次郎
飯能

荻 野 光 一
志木

米山 ×2

表彰 Award Collection

新会員紹介 New Member Introduction

福 山 健 朗
川越小江戸

PHS ×1

関 谷 永 久
入間

MPHF ×4

川越 川越

氏　　名　鈴木尚彦
入会年月日　2025年6月10日

勤 務 先　JCOM埼玉・東日本 東上・川越局

役　　職　局長

生年月日　1967年1月1日

紹 介 者　西川孝博、齊藤智

坂戸さつき

氏　　名　益子　博
入会年月日　2025年5月29日

勤 務 先　株式会社セレモア

役　　職　営業部長

生年月日　1979年8月12日

紹 介 者　退会済みの嶋田と入れ替わりです。退会済みの嶋田と入れ替わりです。

日高

氏　　名　持田和弘
入会年月日　2025年7月1日

勤 務 先　㈱林建材

役　　職　代表取締役

生年月日　1977年6月22日

紹 介 者　白井威

新座

氏　　名　田嶋囲式
入会年月日　2025年6月12日

勤 務 先　株式会社 田島板金

役　　職　代表取締役

生年月日　1982年4月15日

紹 介 者　森田輝雄・村上俊之森田輝雄・村上俊之

深谷東

氏　　名　岡部　登
入会年月日　2025年6月20日

勤 務 先　合資会社 浜岡屋商店

役　　職　代表社員

生年月日　1960年12月23日

紹 介 者　小林弘満

所沢

氏　　名　越後　実
入会年月日　2025年6月10日

勤 務 先　㈱ジェイコム埼玉・東日本 所沢局

役　　職　管理部長

生年月日　1971年11月2日

紹 介 者　三上誠・市川雅巳

熊谷南

氏　　名　坂本将栄
入会年月日　2025年7月2日

勤 務 先　行政書士坂本将栄事務所

役　　職　代表

生年月日　1973年5月7日

紹 介 者　西村弘史・小野寺弘行西村弘史・小野寺弘行

MPHF ×2 MPHF ×6

【お詫びと訂正のお知らせ】
ガバナー月信７月号10頁訃報
三上泰弘様（川越小江戸RC）逝去 

【誤】2025年 6月 16日
【正】2025年 5月 16日
以上、日付に誤りがありました。
訂正してお詫び申し上げます。

氏　　名　新井俊宏
入会年月日　2025年6月10日

勤 務 先　第一生命保険㈱埼玉西支社

役　　職　支社長

生年月日　1967年2月1日

紹 介 者　岩堀和久、和田喜勝和田喜勝
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会員数 スケジュール
【2025 年６月】 【2025 年８月】

ガバナー月信 ８月号　2025-2026年度　Vol. ２
2025年８月10日発行

国際ロータリー第2570地区　地区事務所
〒355-0028　埼玉県東松山市箭弓町２丁目５番14号
　　　　　　　ガーデンホテル紫雲閣内
［TEL］ 0493-21-2570　［FAX］ 0493-21-2571
［mail］ d-offi  ce@mail.rid2570.gr.jp
［Web］ https://rid2570.gr.jp

[ガバナー月信編集委員会] 委員長：菊池俊介　副委員会：荻原之彦
　　　　　　　　　　　　　委員：佐藤道晴　八木拓也　細田智也 

グ
ル
ー
プ

クラブ名

会員数

２
０
２
４
年
度
初
め

６

月

末

対

年

初

増

減

６

月

末

女

性

会

員

Ｍ
ｙ

Ｒ
Ｃ
登
録
率
％

第
１
グ
ル
ー
プ

川 越 99 103 4 5 44 
東 松 山 23 24 1 2 46 
小 川 5 4 -1 1 0 
坂 戸 28 31 3 1 30 
越 生 毛 呂 8 7 -1 1 1 
川 越 小 江 戸 15 15 0 2 50 
川 越 西 26 31 5 4 48 
鶴 ヶ 島 29 29 0 2 81 
川 越 中 央 21 24 3 1 39 
坂 戸 さ つ き 19 18 -1 3 67 
東松山むさし 37 33 -4 3 34 
小　計 310 319 9 25 40 

第
２
グ
ル
ー
プ

朝 霞 23 21 -2 2 50 
志 木 48 48 0 4 47 
富 士 見 35 41 6 0 57 
新 座 25 25 0 3 18 
和 光 4 4 0 1 100 
新 座 こ ぶ し 11 10 -1 3 55 
小　計 146 149 3 13 54 

第
３
グ
ル
ー
プ

入 間 38 39 1 1 48 
所 沢 63 68 5 6 32 
飯 能 64 68 4 1 20 
新 所 沢 19 19 0 2 52 
日 高 19 21 2 4 35 
所 沢 西 39 36 -3 4 31 
新 狭 山 14 14 0 0 86 
所 沢 東 46 48 2 1 30 
入 間 南 37 39 2 1 55 
狭 山 中 央 20 20 0 6 40 
小　計 359 372 13 26 43 

第
４
グ
ル
ー
プ

深 谷 54 56 2 13 46 
本 庄 89 98 9 9 38 
秩 父 51 54 3 1 50 
寄 居 35 34 -1 1 59 
児 玉 2 2 0 0 0 
岡 部 17 19 2 2 70 
深 谷 東 74 74 0 0 37 
皆 野・ 長 瀞 7 8 1 0 25 
深 谷 ノ ー ス 25 28 3 2 48 
小　計 354 373 19 28 42 

第
５
グ
ル
ー
プ

熊 谷 98 97 -1 4 51 
行 田 54 52 -2 4 15 
羽 生 38 36 -2 2 13 
加 須 21 24 3 1 9 
熊 谷 西 7 7 0 13 29 
行 田 さ く ら 50 52 2 4 69 
熊 谷 東 17 16 -1 0 13 
吹 上 5 5 0 0 80 
熊 谷 籠 原 30 30 0 0 43 
熊 谷 南 27 26 -1 2 46 
小　計 347 345 -2 30 37 

地区 合　計 1,516 1,558 42 122 40 

 ８月

1（金）【公式訪問】熊谷

2（土）財団第1回オリエンテーション

7（木）【公式訪問】入間

8（金）【公式訪問】新狭山・狭山中央

19（火）【公式訪問】入間南

20（水）【公式訪問】鶴ヶ島

21（木）【公式訪問】坂戸

24（日）青少年交換開講式

27（水）【公式訪問】飯能、日高

29（金）【公式訪問】坂戸さつき（夜）

 ９月

6（土）財団　ロータリー財団セミナー

7（日）社会奉仕委員会　第1回セミナー

9（火）【公式訪問】吹上

10（水）【公式訪問】新座こぶし

11（木）【公式訪問】東松山、小川、東松山むさし(夜間）

14（日）新会員研修セミナー（4G、5G）

15（月）青少年交換　帰国報告会

16（火）【公式訪問】朝霞　

18（木）【公式訪問】川越小江戸、川越西

19（金）【公式訪問】富士見

20（土）新会員研修セミナー（１G～３Ｇ）

25（木）【公式訪問】所沢東（夜）

27（土）RLI パート I

30（火）【公式訪問】秩父、皆野長瀞
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